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川本 進

山と絲と水にl荘lまれた柴

野町横根山のふもとに「塾

田区立あわの自然学|重l」が

あります。

この自然の中で、工場や

13動卑のひしめく都会では

学べない様々なことを|却分

の体と心を通して、学んで

欲しいと思います。

この査料を参券にし、ご

指導くださる先生方の教え

に従い、 1II!間どうし助け合

って、安全で楽しい移動教

案での生活が送れるように

しましょう。
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きたせんじゆ

北千住

罰挺醐榊鳥~下町の鮒化”
あき

浅
中心として栄えてきました。

羨葦寺を中心に門前町としても発達し、檮両の町
しんぜん｡fら

でもありました。明論になって､東武線開通後､埼

玉県・栃木県・群馬県・福島県へつな力ぎる主要な

駅として発展してきました。

’

浅塞

~ 日光街道で最初の

宿場町として発達

してきました。朝

のラッシュアワー

は大変な混雑です
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おむらい

完成まで20年もかかり

ました｡毎年の洪水を

防ぐために造ら 荒
れた人工

川です。

ひがし
あずま

川が亀戸天神社 かめいど

すいじん ff )I'

醤，
かめいど
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すぎと

杉戸（東武動物公園）

杉戸町は現在宅地造成が盛んで、

人口が増加している町です。

奥州・日光街道で現存している
いちI】づか

すぎと

杉戸

’
そうか こしカゼや

草加･越谷

章加市・越谷市は近年

祁内へ通勤する人が大

一里塚は、杉戸町下高野にある

だけといわれています。
蚤多くなり、人口が急

汝に増えています。

'､ﾊｰ､~､ﾊ《一里塚》~､~､~､,、

江戸時代、旅人のめじる

しとして街道のわきに一

里（約4km)ごとに築か

れた塚のことで、 くずれ
え、＆

るのを防ぐため榎や松が

植えられていました。

大宮・船橋方面

と結ばれて、交

通の要所となっ

ています。

伝統工芸の論た
んすは有名です。

l茜場が期えて

住みにくく

なったなあ～

なんとか

ならないかね。
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|穫食癩荊’
わたらせ力ぎわ

渡良瀬川

利根川の支流で、銅山で有名

になった足尾町を流れてきま

す。公害問題など歴史書、事

典で調べてみましょう。

I

と オ包力ぎわとね力ざわ

禾1根川不U根川

関東の水源として大きな役

割をはたしている川です。

上流にはいくつものダムが

ありますが、夏の水不足は

深刻な問題になっています。

FT弓百
戸、

古填の発堀

大平山自然公園
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墨田区立

柳の自縛園 新栃木駅でバスに

乗り、思川に沿っ

て学園へ向かいま

す。途中にはこん

にゃく畑も見られ

ます。思川の流れ

の変化にも注意し

て景色を楽しみま

粟

野

川

しよう。
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日光徳川家康の霊がまつってある東照
宮を中心とした観光地です。有名

な建物や､すぐれた彫刻や絵画もあり、自然の美

と人工の美とがほどよく調和しています。
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垂．粟野跡のようす
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1 ・粟野町の位置と自然環境

（1）粟野町はどこにあるか地図で調べよう

とびらの地図を兄てごらんなきい。柴l!r町は、束莇〔から-|ヒ

ヘ約100kmほどのところで、 ｜對來~､ド卿の北端、栃木＃14のWLi部

にあります。

にしかた

束は鹿沼｢|jに、西は栃木IIjと鮒't町に、 1判は'獅ﾉj村および

栃木TIj、北は足|毛町・鹿沼市に接しています。わたしたちか

2irl3Hの生柄を送る、墨田区

立あわの自然学園は、この粟野

町の北西部にあ|）ます。 I峠を越

すと足岾町に入ります。

（2） 自然の様子

現ｲfの築野町は、昭和30年の

力 ， い

.｢|j町村合併でできた町です。
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以前は、粟野町、釉尾村、永野

Sk ・』・

村、清洲村の一町三か村に分か

れていました。

9ページの地図を兇てごらん

なさい。地形的には、粟野町の

i)Li-|上部にある幟松山(H光111系）

を!|!心に東南にli'lかって、 lﾉLIつ
思川の流れとまわりの様子

‘f，、 、

のlも根がのびています。これらにはさまれて三つのM状地が

開けています。ですから、 *|'1 l.6から水W･ !| '梁I1iのﾉﾉ．ヘイj･ <

には、 ロ粟野まで出ないと行けません。そのために交通が不

仙になっています。

l1 1の間をぬって柴野1 1 1 、 ‘忠川、 水Wi川が南にli'!｣かつて流れ

ていますそこで遊路はこの皇．.つの川の流ｵしに沿って11§られ、

そのj直路ぞいに蝶藩が,1.1.(々とイj:fl ;しているのです。

1

Ｉ
Ｐ
ｕ
川
Ｉ

■

L■

一

2。あわのの産業

（1 ） どんな産業がさかんなのか調べよう

粟ﾘillll.の広さは、 1782km2ありますか､その86%が山林(そ

の約60％はfl･雌樹林）でしめられています

また、 IIIIの人l lは、 IIMI120年をさかいにして、年々少しず

－10－
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つ減っていきましたが、現荘は11,250人(平成2年度)です。

さて、どんな職業が多いかi洲べてみましょう。

図1 産業別就業者数（15才以上）
0 10 20 30 40

( 111l.段場I州べ）
50 60 70 80 90 100％

l l l l l I l l

鉱業2％司「建設業3% r-卸業・小売業

~I I窪と1 '&" llW|"
I

9q〃
製造業
15％

その他
11％

’

1
40年 腱林水産業60％

7人
~ ~一 一一

1%一弘莞ご易皀:妻シ＝
ノ

｜
’ |'|島’ ’3％ ’ 10．" || ‘3％ ’13％23％ 10"ぬ

総数
6,094人

45年 49％

l%司一舅雪雲諺多言＞参・~

１
１
１

１
１
１

総数
5,730人

6％ 25％ l1pn 17％50年 40％

’
総数
5,889人

55年

″ ” 〆壺 グ ノ
f

1％-,,ン ＝診
』 ノノダ 〃

〆

総数
5,846人

60年

_l鷺のグラフを兇ると分かるとおり、農林水産業や製造業が、

llll.の主な産業となっています。その大部分は農業です。農家

数（昭和60年1，231戸）の10%が!〃業農家です。他の90%は
け人38も 味k，えい島腿

雅業農家で、全体的に経'営規棋が小さいといえるでしょう。

また、腱家数の50"o伽が- iきな収入を股業以外からｲ1卜ておI) 、

雌蕊による収入が1I1ﾘとなっています。 したか、って、図1でも

分かるとおり、製迪難か州えていますが、農業との1K業で勤

めに川るかたわ↓･ﾌ艇業をやるという人か州えてきているので

す

-11-

31％ 8％ ･27％ 12％ 20％

27％ 7％ 31％ l”わ 22％



1 ．山ろくの晨業

（1） どんな農作物がとれるのでしょう

作物別収穫面穣の割合(昭60年）
（町役場‘洲べ）
その他

粟野町では、主にどんな農作図2

物が作られているか調べてみま

しょう。 イ『のグラフによると、

米作を中心に、いち二~ 、こんに

菊， 〈が主要作物として作られて

います。あわのI'|然学隙|に行く

､途!'! 、バスの窓からながめると

駅・

雄施設

水l-lIは、 l l柴野･ i1l『洲・下*I'I雌あたりに|荊け、中*l'l1も． _l.1:I'l

1色になると、ほとんど水田が見られず、畑作中心になってい

る様「~が兄られます。

（2） とゞこて､どんな作物が作られているのでしょう

｜ﾇ'3をごらんなさい。米は主に滴洲・ l l粟野・ ~1､.*|'llも付近

-12-
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筐
粟野町の産物とその行き先

（昭ﾄ1160年町役場‘洲べI

類 ｜ 行き先 ｜
まご|東求方IAi

図 QLJ

、

、

曲
一
師
一
内
一
面
一
面

岨I色町へ

墨田区

で11:られています。いちごは、 i, 'i洲･ l l粟Wr ･ 1く*|11:も付近で

多く｛1§られています，いちごの柳i,↑には、ビニルハウスが利

l llされていますバスか↓､>兄ると、水1 1 1地,IMのあちこちにビ

ニルハウスが兄られますが、 iにこのいち二職j･i.f川のハウス

です、 こんにく‘ 〈の波j･i'fにはl l lのfl･ liliが利lllされています、

1.＃'11も・ ’'1刺|も．人架卿． ｜'1 ，艇

M1 ・ I水111 ･ l､~永叫なと．で多く

柳~i~;さオしています．

I3) 農家の一年の仕事

lXl4ノ)"'lf二よ弘をみると、

股'家ノ）ﾉ、のいそかしいll,Ⅷ1カ分

カ．る-g l_ k -) たれまき、 |:l'1CC

13
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いちご栽培のビニルハウス
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つけと収椎のll､f期が蚊もいそがしくなります。それに、米と

いちごを作る耕地は同じなので、米を作った後、大麦（ビー

ル麦）を作り、収入を増やしています。

〔いちこ~の栽培〕 いちごはふつう、5，6月頃に収機するも

のですが、粟野では、冬に作り、 12～4月頃に収概していま

す。これはどうしてで､しようか。市場の関係で、どこでもと

L,3．，か

れる時期に出荷しては、値段が安くなります。従って、 ノ:k産

方法を工夫し、ビニルノ、ウスを使うと火にノ、ウスの!|!で打油

を燃やし柵度を上げ、生藤に努力しているわけです。しかも、

いちごの生産は、栃木県が雌もI盛んで、生産紋は全国でも有

数になっています。

図4農事ごよみ （昭60年町役場調べ）
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ｰ

20．学園付近の農業

自然学園のある上粕尾

の人々の家業は、ほとん

どが、農林業ですが、溌

近は自家用の錬業作')の

ほかに、こんにゃく芋の

~

〆醍蕊…
｡

こんにゃく畑

栽培が朧んです。畑作が

中心で、水田はほとんどあi)ません。

こんにゃく .)'皇は、栽培を始めてから、 3～4年かかって収

催され、それまでに大変な労力がいります。学朧l付近を歩く

と、こんにゃく畑が多くみらオします。畑を見ると草たけのち

がうのに気付くでしょう。それは一年もの、二年もの、三年

ものと成踵のちがいがあるからです。

図5 こんにゃくの栽培方法

6 1 75 8 9 10

上|中|下|上|中|下|上|中|下|上|中|下|上|中|下|上|中|下

■西

、
ｆ

〃
？
、 ’ 『

い

も

◇

露－雰一耐T開 " jil l 施 芙 ji] |筬蝋鋤髄符血’
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図5をみると分かるとおI) 、こんにゃくは4H~1<4'jから5

月中｛'jごろまでに、たれ芋をｲ:III[え付けます。こんにゃくはそ

のたれ-Yfをもとにして成侭し、鼬に大きなこんにゃく服を竹

I)ます。 8， 9月ごろ、こんにゃく -1塁に-了･-'｣IZ (生j'-)ができ

ますが、それをとって1年目のたれ.Kにします。子I｣'･舌は2年
か,.‘ ・ど-1

もののものが一番よいそうです。 10jjころほりおこし、 ｛乾燥

した朧根うらなとゞに'腱年まで保存します。この保存ﾉj法も城

柵5℃以ドにならないようにしないといけないので、股家の

人は鉱を使います。こうやって、 3年から4年で収稚し、肝

L2． 長ユ ′言

賜り14の｜<イ :I｣:1にllllMjします。 1俵は30kgで、こんにゃく服1

この砿さは1～1 5kg、人きな｜§.で2kgぐらいあるそうです。

（2） 学園付近では、どんな作物がみられるか調べよう

啄桑の戦端は、 図6 学園付近で見られる月別作物
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ません。入帳・に

んじん・ごぼう ・

ほうオLん!,{1言 ・あず
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たl)してくらしています。

表1 林産.物の生産状況

3。あわのの林業と畜産

木 材 21,000m3

I｣｣林は町の面被の86％をしめ、 I1n
L4j

〃〈木 2,800kg今

にとって林業は重要な産業の一つて

ろうどう,)』く

す。しかし、労働力は若い人たちか しいたけ 68,000kg

年々都市や他の産業に移り、減少の

』い‘

"lf!jにあl) 、老齢化しています。

(1)林産物には、どんなものが

ナメ． 5,000kg

ク リ 3，800kg

（昭f1160年度）

あるのでしょう

絲誰物としては木材として切')出すものや、 しいたけ．な

めこなどのきのこ類の生産に承'1.1､':がおかれています。（表1)

しいたけ栽端は農業との雑業として、下釉)毛・ロ粟野・中

粟野・入粟野・満洲でI瀧んで､す。ビニルノ、ウスを利用し、一

年中収櫻があります。

t” ↓

山仕珊として、冬は水の伐さい、祥は苗木ｲ:IIIIえ、夏は下草

かりや枝おろしをします。

（2） 畜産には、どのように力を入れているのでしょう
か八己‐うかいは－J ＄・ ・ ’か人 償えに。,邑一〕ぼくLk－j

観光開発の一環として、横根山唾に前|」光牧場が|淵かれ、

農家の生活向上をめざしています牧場は5ノ1 1~ﾐ旬頃から11

)1 .M;リ頃まで開き、碓後6か}j以~ 1 ･_の'~|~､を牧場で砿かI)ます。
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乳牛を飼育する農家は30戸ほ

どで、 59年度は20戸の農家が牧

場に牛を･敏けました。
とん

その他、養けい・養豚などの

飼育を町としては奨励し、蓄差

に力を入れています。
養けい場

4。農家の人々の苦労

（1） 農家の人は、どんなことを考え、どんな苦労をし

て仕事をしているのでしょう
上･うご人

[S ･ Kさんの話〕 昔、この上粕尾は、養蚕や麻を作って

いたものですが、戦後は養蚕も減I) 、昭和25年ごろ、こんに

ゃくを作り始めました。しかし、そのすぐ後、今から20年ほ

ど前にらく股に切りかえ、乳牛をかいました。でも、土地力《

せまく 、牧~草など作る土地がなく、たくさんかえないので、

37， 8年ごろ、 またこんにゃく栽培にもど|）ました。一時よ

い時もありましたが、このごろは仙段が安く 、肥料代などを

好-えると謀議がとれません。こんにゃく栽培も考える時期に

来たのではないでしょうか。
し』!》可 ．鐸、

[S ･ Fさんの話』 戦争中は、 ここら（上粕尾） も自給米

ぐらい作ったものだが、現在は米をみんな買っています。

－18－
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こんにゃく栽培は、錘捧がきかないので、連作の時は土地
Lようと<

を消毒する薬を買ったl)すると今年など赤字ですよ。これか

らどうするか考えると、 とても心配です。 しいたけ栽培をす

る人もいるし、山仕事で収入を得たI)、町に勤めに出る人も

段近は多いようですね。

5．観光地としての開発

（1） 町の発展をどのように

考えているでしょうか

ここは、前日光高原県立自然

公園に指定され、景琶もよいの公l蕊lに循疋され、崇色もよいの しいたけ栽培

で、山賦に牧場を作ったI) 、ハイキングコースなどの整備を
・世いび

すすめています。また、横根山、には、広々とした草原やツ

ヅジの群落などがあり、キャンプ°場を中心に、そこを訪れる

人も毎年増えてきています。

（2） 思川をどのように利用しているでしょう

思川は主に水田のかんがい用水に使われていますが、町の

観光査源としても重要で、力を入れています。漁業協同組合

ではアユ・ヤマメ・コイを放流しています｡アユ漁は有名で、

7H第一日'曜日から10月まで緯薬になり、多くの人が、どっ

とおしかけます。
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6。あわのの伝説

(1) わたしたちの町の伝説と比べながら読もう

わたしたちの住む畿田区には、本所七不思議が伝えられて

かす』B

いますね。自然学陳lのある*|'I I色にも、釉尾七不思議という言

い伝えがあります。

なかの鈴1M

これは、医者でもあ'）、ぼうさまでもあった中野塙'玄とい

う人と深い関係のある言い伝えです。禍'玄は、鎌倉時代の名
二 と はい人 j･， < L i§･了か入

隊で、後鳥羽院の炳気をお袖しして、 ネI'll毛郷と、鉢覗法ll良と

いう名をたまわったのです。そして、この地で人々のために
辻いせ人

つくしたので、生前からﾉkきﾈIIIさまとしてあがめられ、今て

は、録事尊としてまつられ、 イIf年2)111日に大祭が行われて

います。

この録1~f尊の生前のお話で､す。
‘jLb 』

その年はいつになく1:IMjが降り続き、 リlの人々はほとほと

|水|りはてておりました。 7j~jのある日、ことのほかひどい柵

|:ljをついて、ごう音の

ととゞろく進に卜|-}ていっ

た録齋さまは、 「や一

・jL ｛－A

い、 'I:|;神や－い。お前

さまはいつからそうし

録
事
尊
の
寺
。
常
楽
寺
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て病んでいるのじゃな｡」

と、天にIhjかってさけび､ました。すると、その夜、録,獅さま

の夢に現れたのが、翼っrIなかみのEをのばし白い優いひげ

をたくわえたおじいさんです。

そのおじいさんの言いますには、

「私は藷締ですが、あなたの兄

ぬかれたとおり、燈い間砿ぃ病

気で･/1I1:しんでおl)ます。あなた

のお力で､、どうか抽してくださ

いませんか。」

「それはお|*I I)でしょうな。私

の家に伝わるこの薬で、 きっと論るはずです｡」

と、録‘椎まは象壁の笂蕊を6糀波し、体の大か所にきしM

をすえてあげました。そオLから17日過ぎた夜、 ｜りび現れた'III

~iIIIは、

「先唯のおかげで、すっかりよくなりました。お礼にこれを

莱し ｜･.げ．ましよう。」

_、 2鑿の|奥稚を雄し川しながら、

「ほかにもお礼をしたいのですが、私のﾌJでできることはあ

'）ませんか｡」

と、 ｜剛きました、

-21-
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「私には何もござらぬが、この里では、川すじが定まらない

で、人々が困っておI)ますのじゃ。」

録事さまがこう言いますと、

「それならば、私が川ぶしんを

いたしましょう。川すじにした

い所へ、 くわ目を付けておいて

ください。」

と、篭神は言い残して去I)まし

た。

ふしんに思いながらも、里の人々とともにくわ目をつけて

おくと、その後、雷神がうな}）出し、山もくずれるかと思う

ような雷雨が続きました。そして17日後、ようやく晴れたの

で人々が外へ出てみると、 くわ目どおりに1 l 1すじがで､きてい

たということです。その後、この川すじは決して変わること

なく、人々はたいへん喜びました。

そこで、七不思議は、

一つ、川すじ変わらず

一つ、この地では譜でけがなし

一つ、川原のちちご草のはえた時は大雨

一つ、ネコにノミたからず

これらは、 ′鍜神が録事さまに言い残したことだそうです。

－22－
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また、録事さまはウズラをかっていましたが、かわいがっ

て育てたのに、かわれて三年目にウズラは飛び出してしまい

ました。録事さまがこれをおこり、

「かわれるのがいやなら、 もうこの里では決して鴫〈ではな

いぞ｡」

と、言われました。また、当時ク､ソワムシが多くいて、ガチ

ャガチャと鳴いてうるさいので、小声で話す人の言葉が聞こ

えもしないことから、

「クツワムシよ、この里では鴫〈でないぞ。ただし、この蝿

に大事の起こりそうな時は、鳴いて知らせてくれよ。」

と、言いきかせたということです。

このことから、 ‐し不思議の残I)は、

一つ、ウズラ鴫かず
録､I"fは髄よけの守り仏として、

また巡行仏としても親しまれてい
－つ、 クツワムシ鳴かず

ます。鍬I#尊を地ぞう像、 災と娘

と、なっています。 を観背像として、それぞれずしに
納め、 1I1WIlも村の各Fiを巡行する

七不思議というからには、あ のです。各家では、 まわってきた
巡行仏を、お赤飯をたいてむかえ

ルーつの不思議があるはずです ます°各家には2～3Hしか縦き
ませんが、 それでもひとまわりす

ね。実は、それが何かは、はっ るのに何年もかかるそ-)です。

きりわからないのです。 ~し不思

議のうちのいくつかは､年IIが過ぎると共に忠れられていき、

新しい不思議か加えられていったようです。そこで､今では、
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七不思議の一つとして、

一つ、赤石が原の赤石

一つ、さかさ竹

一つ、石わI)桜

などを数える人も多いのです。こ

れらは、外形からいかにも不思議

さを思わせられるので、 「石わ

り桜」は学園のすぐ近くで見るこ

とができます。他の二つは、悲し

蕊
ｒ
全
画
、
咽
口
匿
画
■
，
睡
旧
鹿
町
Ｂ
、
画

…麺

蕊

鯖 厚

〆1車ロ 西．

』

l-蚤

石わり桜

てんせつ

い歴史の物語が、伝説として背景にあるのです。

水所･七不思議についても、調べてみませんか？

~

(2)昔の様子を想像してみよう

rl-~ ノヘびよけ地ぞう

1j1･ 1,1地ﾉjから北へli'lか

世人ぞて人‘､八・

サテ負っていた先#11~仏来

菖人の兄弟か．おi'fげにしたがっ

か1 ；,

って旅に州ました。細I色まで来る

て

し
」

の‘,〕:り神の地ぞう像が急に硬くなり、全く歩けません。

「これはきっとこの地に然ちつけという二とた．ろ‐) 。」

ｷﾄ骨

兄弟はそう了;って、そこにliきみ滴き、 その地ぞ-)像を納める

わ'iltを11』りました 』1111,fはマムシの'!ifが多く 、 人々か1ｲ《'－，て

－24－
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＆』も とずざ

いました。しかし、お経をⅡ&えてこのお堂襲に放したマムシ

だけは、苔をあたえなかったのです。そこで、人々は、この

地ぞう尊をへびよけ地ぞうさまと呼び、袷抑するようになっ

たということです。

② 大般若経

‐汁、この地方で勢力のあった商橘氏の家に、美しいむすめ

か入ひ』ぅ

がお'）ました。むすめは、母が||艮摘で擬わずらいしているの

を悲しみ、病気凹復のおいのりのために山の1．'1のお'堂にとじ
たい1，k人にく'ユ』了 Lぺ・』；T

こもI) 、大般若絲人l'f巻の写絲をしたのです。来る日も来る

日も母の病鉱を梢したい一心で続けました。いのI)が通じ、
な

l:ﾘ:の病気はよくなりましたが、むすめはしばらくして亡くな

ってしまいました。この大般蓋絲は、 'lil1日塚夕日塚というTI I･

蝋から発掘されました。

③赤石河原

南北朝のころ、 このあた'）でも、 ‐|上IIﾘlﾉJの足利氏と南IIﾘlﾉj

の小山氏との間で、争乱が起こI)ました。小山氏は、小山本

城を焼かれ、 *|'I卜も城にたてこもりましたが、これもせめ藩と

L‘3,【.‘》】

され、 it従4， 5人ほどで亦イii'II原まで然ちのびました。

「もはや、 これまでⅧ」

一行は、そこで| 'l ilﾉﾋしました。流れIIIたlillのしみた亦ｲ1.は、

夕|場にますます亦〈はえたということです。

－25－
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一言

(A， 布施谷

千年以上も前のことです。仏教がひろめられ、 日本各地に

国分寺が建てられるようになったことについては、みなさん

知っていますね。国分寺にあこがれ集まり、学問をする青年

たちがおI) 、 また、険しい山に荘ることで身心のたん純をす
れい

る者たちもおりました。当時は、商山に誰があると僧じられ

ていて、山に入り番詩することが大切な惨粁の一つであると

考えられていました。布施谷は修行者たちが山を-下り、休養

する土地でした。中釉1も布施谷

もそうした所の一つです。ここ

に、 「わらじだいじん」 といわ

れる家がありました。人々と共

かいて人

にこの~II!を開田し、村をつくっ

ていました。 r~1分の家でとれる

ワラでわらじを作I) 、それを門

ｊ

ｒ

rノ

’
、

ノ

~

、

－

－
０
毎
町
■
０
，

先につるし、 111に修行に行く者たちに、 タ1嚥料で使わせていた

のです。そのわらじの数も二千足をこえるようになったとい

うことで､す。この地は、尾ざ､〈 、 I1illl条原、 上l光山への要地と

して、術やもでき、修ｲ~r者たちに役立つ~t地とな!）ました。

IJ･施谷という地橘は、全I玉|に数lか所あります。 11 I-い時代の

文化の地をあ↓~〉わしているといえるでしょう。

－26－
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ヨー

⑤タヌキの書

江戸時代のなかば頃の話です。村の地主の家にやってきた

一人の僧があI)ました。赤い衣をつけ、ほほひげのあるいか

せ八竜－1

にも伽の高い禅備らしい様子です。 |'II前で、

「犬をしばれ／」

大声で一かつすると、あわてて下男が出てきて犬をしばI)つ

けました。それを兇すましてから、橘主の家に一夜の宿をた

のみました。主人が座しきへ迪しますと、僻はうやうやし〈

お経をあげました。その夜は、 さんざんごちそうになI) 、瀬

を飲み、家中の者を集めて話をして笑わせました。ゆかいな

僻の話にみな大喪びです。記念にと誓をたのむと、気帷に節

をとり、すらすらと沓きました。

その夜ふけ、怖の1基所･にむかって

あまりに犬がほえたてるので家の

者がそっとのぞいてみると、 さあ

て、大ダ．ヌキが職jいびきで眠って

いたので大さわぎです。犬にしっ 【爵

ぽをかじられて、大夕"ヌキはほう

ほうのていで逃げていったそうです。

基
､』

たぬきの沓:いた鍔というのは、その箔主のf係の'家に、今

なお残されているということですよ。

－27－
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⑥八百比丘尼とかやの木

ずっとずっと苦のことです。田畑を荒らす大夕．ヌキをたい

じして村人からしたわれていた者がいました。たいそう金持

ちだったので、人々は、帆日瞳者とよんでいました。優い間

子に恵まれなかったのでｲ!;心を続けたところ、願いがかなっ

てようやく女の-fが生まれました。八飛姫と名づけられたそ

の娘は、たいそう美しく成農し、およめさんにしたいという

者が、後を断ちませんでした。 ところがある日、八砿姫は、

突然、姿をかくしてしまいました。 ノj々手をつくして探しま

したが、みつかI)ません。力を藩としたi'i'j糾はさびしさのう

ちに亡〈なI) 、家も荒れはててしまいました。

八覗姫は、 IﾉLl ･ 〒ﾉi年過ぎたと思い家にもと＄ってみると、 |{:

のおもかげは全くあI)ません。ふしぎなことに、数r1.年も過

ぎ去っていたのです。悲しみにしずむ姫は、八I'I､比丘Iピと名

を椿え、二~ | →〃本の樹木をｲ:11III

f

′ﾐ？
."『＝（

（ えることをちかいました。
ウ

f》

鐵
午

、 ｡

↓、， l
グ

i
1j4 I

馨
り

〃

現ｲli 、粟野高校の束ﾉJ~にあ

1 ．pjい

る樹齢T･ l'1．余年という犬然記禰一
｜
I 念物指定の大きなかやの木は、

八rl比lfjピが杣えたものであ

ると仏えられています。

＆
L

一
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可

⑦かつぱこぞう

樹木のうっそうとした深い洲を兇かけることがあ}）ますね。
● ● ● ● ● ●

:什菖、この辺の川には、かつぱこぞうといういたずらもんが住

んでいて、時おI)子どもに化けて出てきては、ひょいと村人

を水の中にひきこんでしまうことがあったそうです。山に出

かけたきり州I}らなかった者は、このかつぱこぞうにひつぱら

ｵしたのだといわれていました。今、彦五郎淵とか、おちや淵

とかいわれている洲は、ひきこまれた人の名をとって名づけ

られているそうです。

⑧思川のいわれ

たいそう好きあって結塒した男女がいたそうで､す。 しばら

く楽しく幕らしていましたが、そのうち、 二妾が炳航になって

しまいました。すると、夜ごと夫が外出します。これを怪し

み、思いなやんだ炎が、ある役、そっと後をつけました。 l l l

l･~から川下へと歩いてきて、ふと川にうつった自分の姿をみ

ると、そこにいるのはみにくい大蛇ではあ')ませんか。 ’と1分

の姿をはじて、饗は川に身を投げてしまいました。女が思い

なやんだ辺の川を思川、姿を‐)つした辺の川を姿川といって

います。

－29－
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7．山の神地区の人々のくらし

(1) 山の神地区の成り立ちを考えよう

学園前の県道を700mほど登った右手、 トウモロコシ畑と

こんにゃく畑の間の小道を入っていくと､古びた木の‘烏)蒜に

ぶつかります。その鳥居をくぐると、あたl)とは全く異なっ

たふんいきのただよう所へ出ます。周囲を丸く杉の木立で囲

まれ、住でも暗く 、 まん中に石卓のようなものがあり大昔に

は、美ｲiﾘたちの会合場所ででもあったような感じのする所で

す。ひょっとすると、今でも真夜中に、杉の木の高い枝から

さっと飛び降りてくる天狗がみられるような思いがします。

そこが、土地の人々が『山の神』

とよんでいる所です。

,、； ・O L

山の神は、猟師、炭焼き、木

こりなど山仕蕊をしている人た

ちによって、 日本中いたるとこ

ろで･信仰されているのです。

ふつうは、小さなほこらや、
山の神。遠景

Ii ･大木などを二~神体としています。当地の『山の神』は、
おオ 将｡､鴬イハノ』入こと

大山祇命をおまつりしていますが、ご神体は特に兇当た!）ま

せん。なぜでしょうか。それは、 この『山の神』はもともと

－30－
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ここにまつられていたのではないからです。 もっと山膜に近

い所にある『山の神』から分かれたものなのです。

では、いつ噸、どうして、この地に『山の神』がまつられ

たのでしょうか。

この村には、先杣代々この地

に住んでいたという家族はいな

きL，こう

いのです。足尾の銅山での採鉱

が1盛んになってから、甑山県あ

たI)から働きに来た人たちが住

山の神・石卓

みつぐようになったので･す。

また、ここは、栃木や日光方面からの物盗を馬で運ぶ街道

すじにあたります。この地区に住む人は、銅山で組み木に使

I:1]する材木や、炭・まきなどを蝿に枝んで･連ぶ仕蛎をしてい

ました。その仕錨に使利なので､ここに村をつくっていっただ

けで、何のlill.緑もない、いわば群l)合いの村ですから、みん

~車 一

なでなかよく ~謀らしていくために、心のよl)どころの中心と

してここに『111の神』をおまつりするようになったのです。

ここの杉木､Xかまるく輪をつくるようにｲ:IIII林されているのは、

I|輪が和に通じるよう、すべてまるくおさまるようにとの村の

人々の航持ちの表れなのです。以前は9):j19日の『|｣Iの神』
せいたL・

の祭Hを｝盛大に祝っていたということで､す。

-31-
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(2)私たちの生活と比べてみよう

①クマをうつ

山の中の村に住む人達にとって、 クマは大I敵です。夜、里

におI)てきては、せっかく実らせた作物をあらしてしまうの

です。 トウモロコシなどは、実のあまい、おいしいものばか

りを選んで食べてしまいます。飼料用に作ったまずいものに

は兇li'jきもしません。大きなク

マになると、一晩のうちに100

本ほども食べてしまうのです。

家の中にいてもポキポキとトウ

モロコシを折る音が聞こえるほ

ど家の近くまで来るのでとても

危険です。ですから、村の人た

ちは共同してクマうちに出かけるのです。

1-クマだ。まだ新しい足あとがある。」
L,8-》

という知らせを受けると、いっせいに銃をとI)山にIil｣かいま

す。時には、一日中、山の中を追いかけることもあります。

子グマを連れ帰り、 ミルクをあたえて育てた人もいます。

山の自然の一部である動物たちとは共存もし、 I散となる－－

部の動物とは戦いもして、村の人達の日々が過ぎていくので

す。
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②山のくらし

この地区の人々は、ほとんどが山林関係の仕事に従事して

います。今は、馬による運送はしませんし、炭焼きも20年ほ

ど前に行われなくなってしまい

ました。今では、山林の管理や

木を切ることが主な仕事です。

家の｢|:'で、女の人の働きも重

要です。家族の世話、食事のし

たくなどのほかに、畑仕事があ

ります。買い物に行くには、 20

分以上も歩いてからバスに乗'）

府のある所へ}．|~}なくてはなI)ま

せん。ふだんは、移動販売の自

動~[|[を利用しています。

学校も遠いので、子ども達は

Ii'.起きしなくてはなl)ません。

炭焼きがまあと

移動よるず屋

| 学,鋼州辺の紺や人々の生活を観察しⅧ…
の生活と比べて、感想を作文に密:いてみましょう

に ~ ~

－33－
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1 。あわのの気候

(1)気温。降水量の様子
かし‘唯一J

学園は海から遠くはなれた山の中にあります。海抜600m

ぐらいのところにあI)ますから、東京の商I薑も山と同じくらい

の高さです。 ~わたしたちの墨田区は海に近く海抜も0mに近

いので、気候の様子もだいぶ途います。

』､Iz均筑柵は妓低が1月の－1℃、敢商は7)jの22℃です。

冬の':i;.は少ないのですが、一年間の|:ijの~11tはH本の平均より

200mmも多い1,800mmも降ります。その多~11I:のI:11も半分の900

mm<~~らいは6～8Hの夏の間に降ってしまうのです。このよ

うな鉱候を変雨ﾉW』の太平洋側の鉱候といいます。

（2） 調べてみよう。

’1 雷までの距離を測ろう‘

柴野は'! li.の多いところです隣の足ldl l l地で発′kした'I ITの

－34－
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通り道になっているからです。

′雷の音を聞いたら雷までの距離を計算してみましょう。

光（稲妻）は秒速30万kmというすごい速さですから、光った

しゅん間に'蘭が鳴ったと考えてよいでしょう。音は秒速340

mですから、光ってから音が聞こえるまでの時間を測れば、

距離を計算することがで､きるのです。例えば、光ってから髄

鳴が聞こえるまで､7秒かかったとしたら、 340×7=2380で

2km以上もはなれていることになI)ます。だいぶ遠いので安

心ですが、 2， 3秒なら大変

です。すぐ蝋の上にいるとい

うことになI)ます。

②気温を予想してみよう

一般に100m高くなると気

柵は0．6℃~ドがるといわれて

います。墨田区と学1割のある
前日光牧場

あわのでは、およそ600mの差があI)ますから、0~6×6=3．6

で3．6℃低いことになります。気温は天,||炎.地形などいろいろ

な条件に左イi-されますから、計算通りにいかないかも知れま

せんが、学校を出発するとき気渦.を調べ、予想をたてましょ

う。学朧Iで調べた気泓と比較して、計算通I)でなかったら、

その理I-l lを考・えてみましょう。
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③雲を観察しよう

昔から雲は天気の移り変わI)と関

係が深いといわれています。、月がか

さをかぶると雨い 、羊雲、おぼろ雲

は雨のきざし蝋 帆綿雲は晴れのきざ

し､、などのことわざにも、昔の人の

知恵を兇ることができます。

号
一
一
一』一

。言
一一一一

腱些瑠

絹稲雲

)F雲、綿雲とはどんな典のことをいうのでしょう。 雲の禍

徴をよく観察して、正しい名前を調べましょう。

けん うん

紺雲一もつれた糸のようになって浮かぶ雲（すじ雲）

けんせ患うん

紺穣雲一波のような形に並んだ雲（いわし喪）

蕎溌義一紺被雲を大きくしたような雲（ひつじ雲）

蕎層萎一灰色で、太'場がぼんやり兇える雲（おぼろ雲）
ｊ▲

Ｆ

云

一

、

副
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■

■

ご

Ｏ
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Ｂ

ｑ

ぷ

げ

■
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Ｉ

Ｕ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

－

哩
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８

口

且

ツ

言

■

Ｐ

人
今
・
・
毎
、

う
靴
ヱ

諏
暦
巫
孔

４

ヴ

ニ

ｔ

↓

『
１
１
１

~

購蕊一地上やその近くにでき

§ ､一路
り

つ

趨一
る典（きり）

辿畠 一)4

械雲一綿をちぎって浮かべた

ような雲（わた窯）

世魯ら人一M

械乱漢 （人道典）校漢がﾂ程I奇

〈発達したもの

h- 9-_｣釦ニニ三一二一一一一一

層雲
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④葉についた露を観察しよう

朝早く起きて庭や道ばたの草を見ると、葉の先やふちに水

玉を見ることがあります。この水玉を蕪というのです。露の

できる理由は複雑ですが、大きくわけると二つ考えられます。
に』ぅはっ

1、葉から出る水分が蒸発しきれないで、できた露。

2、空気中の水分が多すぎて、はみだした水分がついた露。

1は春から夏、 2は秋に

多いのがふつうですが、そ

の理由によって、露のでき

る場所も変わります。

杣物の種類と形の関係な

ども観察してみましょう。

’

勤ゞ噸』
■■ﾛ■

像h
P

一－ ヨ

|_I.
積雲

⑤ことわざを使って天気予報をしてみよう

‐件から天賦に関係したことわざが、たくさん言い伝えられ

ています。ことわざを使って、天気予報をしてみましょう。

○朝、繕が出ていたらその日は晴れ。

○沢の水卉が近くに聞こえたら雨。

○蚊のEにくしが通'）にくい日は天気が悪くなる。

○ スズメが朝~早くさえずるHは晴れ。

○ ツバメが低く飛ぶときは雨が近い。

○ ‘柳、 クモの巣に朱蒲がついていたら晴れ。

－37－
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2。あわのの生物

(1)森林の様子

あわのは森林にかこまれた土地て
″

す。スギ・ヒノキ・カラマ､ソなどの

。｣〆、け

立派な人工林だけでなく、リョウフ．．
ｰ

■画弓

『
盲

~

ﾉ、ンノキ・ブナ・ ミズナラなどの天

然林もたくさん残されています。

野草春はノアザミ ・スミレのなスミレのな

ｬ綱ﾙﾗｸ,直

かま、夏はやぶかげに巣
beゲタ

色の花を咲かせるフシグ．ロセンノウ・ホタルフ．クロ・ヤマユ

リ、尾根すじには落葉の間からギンリョウソウが顔をのぞか

せています◎秋はアケボノソウ・アキノキリン､ノウなど、 ｜川

季を通じて数多くの美しい野草を兇ることができます。

野鳥カソコウ・サンコウチョウ・ウグ．イス・コマドリな

ど数~| ≦繩蹴もの野,鴫が訪れ、美し

い声を聞かせてくれます。

動物 、ソキノワグマ・ンカなと

ゴクイ

のけものだけでなく、沢には珍し

い-リーンンョウウオも住んでいます。

学I刺はこの深い森林の中にある

のです。

－38－
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(2)調べてみよう
呈人r,,：’

①花にくる昆虫を観察しよう

ヘビイチゴのようなおわん型、 クガイソウのブラシ型、ホ

タルブクロのつI)がね型、ツヅジのろうと型など、花の形に

よって飛んでくる昆虫の種類が述います。

長い管をのばしてみつを吸う

チョウの仲間、う．ンブン飛びな

がら吸うスズメガの仲間など、

種類によって食事風餓も違いま

す。

昆虫の種類や食事の方法など、

くわしく観察してみましょう。

笥旦
｡

b
一

f

’
窒

必

峰1

▲=｡mZ
モンキチョウ

二 ．サ、

②タンポポの戸籍調べ

タンポポにはいろいろな極如があI)ます°鍛田区でみられ

るのは、ほとんどセイョウタン
ー1．：･1

総包のいろいろな形
ボ､ポという外国から来た極獅で

■
ん
■
Ｌ

Ｉ

す。 日本に昔から生育している

カントウタンポポとは図のよう ０

。

■

ロ

ー

ノ

釘

」

・

ふ

か

“

源

そう81う

に総包の形で瞳別できます。学

|刺付近のタンポポはどちらでし
カム l､ウタンホホ セイヨ『‘ノタムボホ

k7．

－39－

ー



⑥カエデのなかまを調べよう

カエデは葉の形がカエルの

手に似ているので、この名が

つけられました。ふつうの葉

と同じような形のものもあり

ますが、う°ロペラのような羽

のついた実がなるので、他の

柚物と区別できます。

カエデ・は秋の紅葉の代表的
紅葉

なもののひとつですが、亦、茨、かっ色などさまさ､まな美し

い色に染まり見事で･す。学園付近では8種類みられます。

カエデの葉のいろいろ

アサノノ、カエテ

イロ′、カエテイタヤカエテ

ウリカエテ
ゴノ、ウチワカエテ

ワカエテ
Ｊ

Ｆ

Ｐ

－40－
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④ トンボをさい眠術に力､けてつかまえてみよう

草の葉先きなどにとまっているトンボを、手でつかまえて

みましょう。人差指をトンボの目の前でグ､ルグル回しながら

近づいていって、さっとつかまえるのです。始めは少し離れ

たところから大きく回し、近づくにつれて、小さく回してい

くのがこつです。 l、ンボは種類を訓 トンボのつかまえかた

べ終わったら逃がしてやI)ましよう。

r~j
赤トンボのなかまを調べよう

け諺からだの赤いとんぼは、みな赤'、

ンボとよんでいますが、 じつはたく

さんの種類に分かれているのです。その中でふつうよく見ら

れるのは、ナ､ソアカネ、アキアカネの二種類です。

夏の頃、井戸湿原や学園付近でみられる赤トンボは、あま

りからだが赤くあl)ません。これらのトンボは､平地で生まれ

て、夏の間だけすずしい山の中に移ってきたものなのです。

秋も深まってくると、からだもだんだん赤みが増してきます。

トンボの胸部の区別点 この頃になると、 また生まれた

平地にもどっていくのです。ナ

ツアカネとアキアカネの分類は、

胸（羽や足のついたところ）の

7．キアカネ 横のもようで区別します。

－41－

ナソ7.カイ

丙



⑤野ギクのなかまを調べよう

秋の野山に咲く美しい草花はたくさんあり

ますが、野ギクのなかまは、その中でも代表

的な美しい野草です。学園付近で絵（ヨメナ）

のような花を見つけたら、花の色、下のほう

の葉の形をよく観察して、名前を調べてみま

しょう。
野ギクのなかま

ヨメナ

名 ’ 花の色｜ よく見られるところ
うす紫｜少,_しめ,)気のあるところうす紫

の他そ

ヨ メ ナ

ノコンギク

繩子の冠~Eが卿い

うす紫 郁子の冠嘔が優い遊ばた
~

うす紫 H当りのよい.噸地ユウガギク

ヤマンロギク 林の下1 . 1
－

I' I

~~

|:ｲくのI、ンラヤマギク

リュウノウギク

~

I~I当りのよいIY(地｜ ’

野ギクの葉のいろいろ

ヨメナ ノコンギク

ユウカ・ギク ＝,ライ･マギク ヤマンロギクリユーrツノウギク

－42－



⑥七草を調べよう
’ －1

春、秋の七草は、それぞれの柚物の

選び方におもしろい特徴が見られます。

春の七草はセリ、ナズナ、ホウコグ

サ、 ノ、コベ、 コオニタビラコ、カブ、

夕・イコンなど、緑の少ない季節に合わ

せて食用中心です。栄養のバランスを

考えた昔の人の知恵といえましょう。

Fー

ホウコグサ

秋の七草は、形や色の美しいオミナエシ、ススキ、ハギ、

クズ、キキョウ、カワラナデシコ、フジバカマなどです。学

陳l付近には、それぞれ何純顛ずつ兄られるでしょう。

植物遊びをしよう

タンポポの花の柚を5cmぐらいに切I)ます。片方のはしを

-'--文字に2cmぐらい一切l)さいて、水につけておきましょう。

やがて･切l)さいたところが、外側にそりかえってくるのが兇

られます。まるでマンガのタコそ

つく I)です。

《島 け人

イタドリの茎でも同じような現

象が兄られます。他の杣物ではど

うでしょうか。いろいろな械物の
イタドリ

鷲でもためしてみましょう。

－43－
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⑦野鳥の声を聞こう

野山を歩いていると、都会では聞くことのできない野鳥の

声にめぐり合うことがあります。初夏の頃の朝早くなら、た

くさんの野鳥たちのコーラスを聞くこともできるでしょう。

野鳥の鳴き声には、さえずりと地鳴きがありますが、ウグ

イスのホウホケキョというのがさえ

ずりで、間に入るチャ､ソチヤ､ソとい

うのが地鳴きなのです。人間の言葉

でいえば、さえずI)は歌声で、地鳴

きはお互いの合図とでもいったらよ

いでしょうか。 ‐

こうした野鳥の声を聞いて名前が

分かったら、山歩きは一層楽しいも
ヒヨドリ

のになるに違いありません。そこで野鳥のさえずI)を、人間

の言葉におきかえて表わす方法が、昔から行われていました。

コジュケイーチョットコイ チョ、ソトコイ

ケンペィツッジシロ､ソツジ

チョウベイチュウベイチョウチュゥベイ

ホオジロ

メジロ

この方法は「ききなし」といわれていますが、野山で野鳥

の声を聞いたら、 自分でくふうして、言葉を作ってみるとお

もしろいと思います。

－44－
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⑧山菜を観察しよう

畑で栽培されるホウレンソウやキャ

ベツは野菜ですが、山にはえている野

草の中で、食べられるものを山菜とよ

んでいます。山菜はやわらかい部分を

食べるわけですから、草木の芽立ちの

細）

I

雛

聾
§

百

一
ー

頃が山菜の季節と

いえましょう。

ツクシ、フキノ |‐脳智
タラノキ

l､ウ、 タラ、ウド、ワラビなどがよく知

られています。山案内のおじさんたちに

聞いて観察してみましょう。

ワラビ

イ9） アリジゴクの巣作りを観察しよう

かわ

家の軒先や、大きな木の根本の乾いた地面に、直径5cm<

らいの、すりばち蝿のくぼみを見つけることがあI)ます。こ

れがウスノくカケロウの幼虫、アリジゴクの巣なのです。すI)

ばちのへりからすべ')おちたアリの、徒叢を吸って成長する

ので、アリジゴクという名がつきました。

アリジゴクを掘l)出して、別の砂地に置いてみましょう。

新しい巣作りを観察することができます。
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仏

3。あわのの地質

（1）地層の成り立ち
〃;、心人

学園付近の地層は6億年から2億2千万年前（古生代） と

いう遠い昔に、砂やねん土が稚み重さなってできた地隅で､す。

この地層は舌笙藤とよばれ、 日本各地によくみられます。

2億2千万年から7千万年前（中生代）になると、大きな

変動が次々と起こI)ました。この頃地下深くにあったマグマ

が、古生層の弱い部分に入I）こんで固まI) 、横根山一帯に見

られる花こう岩になったのです。

2千5百万年位前（新世代第二皇紀）になると、 日本のほと

したが、この頃は火山活動がI藤んで、

叩8 《Ll

宇都密の緑色ぎよう灰岩（大谷7｢）か

んどは海の底に沈みま

’1,凋も人か人

足尾・ 日光の流紋岩、

できました。

学I刺付近の岩孑『としてはたい職岩にはねん土の間まつたて

い岩・ねん板岩、砂でできた砂

岩、放散虫のﾀﾋがいや、海水!|:】

の二酸化ケイ素がたい枝してて

きたチャートなどがあります。

火成岩としては、 ・ｷﾐとして花こ

う鍔がみられます

雪4一亨皇垂と＝~~悪

ギョウカイ岩で作った蔵

－46－
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(2)調べてみよう

①岩石採集をしよう

学園の下を流れる思川の河原で、岩石採集をしましょう。

河原の石はよごれているので、 ′、ンマーで割り新しい面をIので、 ノ、ンマーで割り新しい面を出

つ_;画

します。粒が細かいのはでい岩かね4

讓錨・ 鳥

~

ん板岩ですが、でい岩はやわらか〈

鑿 ねん板岩は黒っぽく固いので区別て

に<か人

きます。粒が肉眼でわかるくらいに

竃 一転
用
』

大きいのは砂岩です。

チャートはきめが細かくつやがあ

I) 、たたくと火花が飛ぶくらい固く

いろいろな色のものがあI)ます°

花こう岩はごま塩です。白と黒の

『

》

『

■

●

Ｆ
駝
恢
Ｉ

一三

‐

覆
一

埜

辱
~
電
声

瀞
思川

粒が入I)まじっていたらもう間速いありません。

間分で調べてから学|刺の標本とくらべてみましょう。

②風化の様子を観察しよう

イiといえばlililいものの代表です。その孑iも優い間には温度、

水、 切泌(、柚物の根などによって、少しずつ細かく くだかれ

ていきます。このような変化を風化といいますが、学園付近

でも、大きなｲIか水の根で割られた') 、表面かおiiのように

はげたi)しているのを兄ることかできます。

－47－
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4．井戸湿原
一

(1) 湿原荘から見えるものは

｜股下に兇えると"':原は、 まわI)を、

山々に|:ji:1まれ1節まI)かえっています。

その中央に2本の禾遊が続きその~下

にいくつかの水たまI) (川）が兄ら

れます。

ここは、 多服を好むｲ1IIi物腓によ・っ
井戸湿原を望む

ておおわれたい:原で「淵肱;〔」 といいます。

（2） 牛いたちを考えてみよう

アープ

ハ:、地表の変化と共に、 lﾉLIﾉﾉを山々

にIII:lまれた撒地のようなものができ、

まわりのl ll々力・ら流れこんだ水で、 ′j、

さな湖ができたので､しよう。

そこへ、水'|~1でも育つミズ．ゴケなとﾞ

をrl 1心としたｲ:ll'i物がおいしげったこと

と思われます。何-lll了紀もの間、いろい

ろな杣物がｲ;iiれては沈み、装購にもｲl'i

みITiな＝ﾉて噛加が原のような淵,11li(とな

－,たのでしよ‐ノ

剛

クガイ‘ノウ

【

~"、~~
づ

し／ゲ･ノ
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ところが、周囲の山々から土砂が流れこんだI) 、湖水が流

れ出したI) 、杣物がおいしげったI)したことによって水深が

浅くな'） 、湿原は小さくなっていったと考えられます。かわ

し人に‘”

〈につれ、他の湿地性柄物の侵入が始まI)ました。さらに乾

そう状態が進むと、草原性椛物も多くなI)ました。この自然

と環境の変化にともなう柿物の移I)変わI)がみられ、それら

がおもしろく観察できます。

(3) 足元の様子

丸太の水道から、足をすべI)藩とさないように鉱をつけて、

と）し、、ー

ノ

坪キヨ『 ７

r7

一



ミズゴケを中心にして、 じゆ

くじゅくした湿原地帯に生えて

いるものは、どんな植物でしょ

う。前ページの絵を参考にして

調べてみましょう。

(4) モウセンゴケを観察し

よう モウセンゴケ

モウセンゴケの葉にふれるとどうなるでしょう。 きらきら

寸~いてさ

光る水滴のように見えるところへ小さな昆虫を近づけ、どの

ようにつかまえるかを観察してみましょう。

このほか、カヤやスケのように川辺に育つ杣物群も兇られ

せい』〕』〈は人い

ます。お互いにその勢力範囲を広げようと必死です。自然と

その環境に支i妃されながら、群れとして育ってくるのです。

周辺には、ゼンマイやランのな

かまも見られますが、かわきやす

い所や小商い所には、ヅ､ソジのよ

うな木が育ってきて、湿原柿物と

のさかいになっています。

この様子は、少しずつ変化して

いくのです。

フシグロセンノウ

ー50－
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1 ．前日光牧場まで……バス利用

学園を出発したわたしたちのバスは、思川の流れを左下に、
じぐ・うだけ

地蔵岳(1,274m)の山はだを前方に見ながら、左右に大きく

カーブをして、鹿沼～足尾線の道路を上がって行きます。

春は新緑、夏は様賦を呼ぶ禾笠、そして秋は菰華のながめ

に思わず歓声をあげることでしょう。

この道は、鹿沼市から粟野町を通り、足尾町とを結び、 日

用品．産物などを運ぶための大事な道路なのです。

地蔵岳が眼の前にせまるころ、バスは粕尾峠にさしかかり

ます。まっすぐ行くと足尾町に出ますが、ここで右折して前

日光牧場にIfijかいます。

右側には開銘署が住んでいた民家、左側には小学校のあと

が見られます。この学校は、このあたりに住む人もいなくな

った今は、はい校になっています。

-51-



さらにバスにゆられながら行くと前方は開け、いよいよ前

日光牧場の道に入り、牧場入口でバスを降I)ます°
（,fう（.1．く

一面に広がる緑の牧草の中に放牧された牛の群れ、白樺の

幹の白さが目をひきます。横根山の手前には、山小屋風の牧

場管理舎の青い屋根が見えます。

2．横根高原コース

方塞山登山口鶚参反射板讐景(既設のｺｰｽに舗）

牧場入口の駐卑場]鍬"/横根山蚊鶚景蒙棚京荘豐÷

つつじが原坐鍜些象の界竺鍜些牧場管理舎
（既設コースの所要時|剛2時間40分位）

ほうざいざん

方塞山登山口の標識をみながら、急な山道を25分樫登ると

尾根道にでます。なだらかな道をTVの反射板わきを通り

苦薩神社の奥の院、三枚石まで行き牧場へともど')ます。

牧場管理舎の裏山を登り牧場の柵にそって山道を歩きます。

右下に牧場の全景を、 また、遠く奥日光の景色を楽しみな

がら進むと、枇根山のすぐ真下に出ます。

IIJ･〕ノーい

山臘は、横根高原の最高地点(1,372m)です。雄大な大自
な力,

然にひた')ながら、 360度の眺めを楽しみましょう。

道はここから下りになI) 、 リョウブの林、つつじ、 クマザ

ー52－
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サの道をかきわけながら休憩地(1,300m)を通I) 、湿原荘へ

とIi1jかいます。途中、白樺などの高山ｲ:111(物が目を楽しませて

くれるでしょう。

湿原荘は、粟野町営の山小陸で、水洗トイレ、おふろなど

の設備があI) 、夏には多くの人がﾋ|然を楽しみに米ます。

肋I原莊からのゆるや

かな道を、井戸湿原ま

で下l)ます。

ii,l原内の高山杣物、

湿原杣物をよく観察し

ながら歩きましょう。

1
■

テー

水道（じめじめした所を歩きやすいように板や丸太をおい

た道）を渡りきると、すぐ山道になI)ます。北斜liliのリョ『ﾗ

ﾌﾞ ・カラマツなどの林の中を然ち葉を踏みながら上って行く

<人せい01人たい

と、やがて視界が開け、山つつじの群生林幣に入I)ます。 6

H噸には、色どI)もあ

ざやかなつつじが|咲き

そろいます。各種の野

,烏のさえずりも上|~を楽

しませてくれるでしよ

~）。
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3．林道コース

畠かん

蛙幹林道
ふ人さて人

林道分l1皮点
、

●

１

１

寺

３
洲
吟
肪

’
八
塗
凹

700m
象の鼻展望台

30分 〆~ー‘~11，~』二 3(

山の神ドライブ、イン

30分 20分

てつ

装道路 学I刺
30分 30分 4 ‘＝

(所要時間2時間20分位）

象の鼻展望台から少し下ったところに、このコースの入り

口である階段があI)ます。

樹木の生い茂っている林間を、森林浴をしながら歩くのは、

とてもよい気持ちです。から松・もみなど、自然のままの樹

木が目を楽しませてくれますし、 とちゅうから、谷川といっ

しょに歩くようにもなります。

基幹林道へ出ると、ゆるやかな下り道となります。距離が

ﾌI
ありますが、風景をじっくりなか

めながら歩きましょう。

林道の二また道を道なりに進む

と、舗装道路に出ます。この道を

約30分歩くと、山の神ドライブ・イ

ンの屋根が見えます。わたしたち

の、あわの自然学|堂|までは、 もう

わずかです。

－54－
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4．思川コース

思川砂防ﾀﾑ響:→山の神ﾄﾗｲﾌ
（所･"11.fllll1時|ﾊ125分位）

学悶乎砦思川
イン 1,000m ,9．』〃 ‐j八八 " .ン 1,000m;学

1，000m
少

50分

|制
30分

学|刺前のほそう道路を渡I) 、杉林の坂遊を下ると思川に川

ます°清流が岩にくだけ、 しぶきをl･~げながら流れています。

川原に~下りて遊ぶこともできます。

楠を渡'） 、対岸の道を川の流れを右手に感じながら、上流

にlf'jかつて歩きます。木々の間から清流が兇えかくれします。

その付近の林の中に、 イ『を秋み_kげて作った炭焼きがまのあ

とが見られます。

しばらく行くと通が川に近づき、ダ､ムのわきに{|{ます。

）||を波り急な坂逆を_I _るとほそう道路に出ます。 イ1 手に山

の神ドライブ、インが兇えます。 ドライブ．インの前を迪I)3分

ぐらい行き、左側の細い通

に入ります。山の神のほこ

らの梨に出ます。この'｣l道

をたと､って行くと'判刺の倣

地に出ます。

聯W面

灘
蝿

鱗懸
－55－



<参考1＞

1 ．基幹林道

粟野町が、上粕尾のr山の神ドライブイン」近くを挫点と

~ ~して、古111粂が原までの間に、木材の輸送用遊路として竹:った

ものです。この林道には、桜の木をｲ;II'iえ、道を桜でかざろう

と計'画され、林道の途中に、これを記念して「横根-千本桜」

の碑が建てられています。

2．横根高原（前日光高原県立自然公園）

日光国立公1劃の南に続く一帯で、古'峰が原高原．横根高原

を中心として、高さ1,000mの高原地幣となっています。

北に薬WIIWi (1,420m)、地職岳(1,282m)を、南に横根山

(1,372m)をふくんでいます。

広々とした草原、広大な展望、春の新緑、 、ソ､ソジの群生地、

秋の紅葉など、 I3然の風景がわたしたちを楽しませてくれま

す。

－ _』｡ 61．， j,心灸4』

近くにある、古111条が原神社（正しくは古I峰神社）には、火

てん く

天狗や天狗のお面がかざられているので．、 よく知られていま

す。この神様は、火よけ・農業の神としてあがめられ、遠く

からも多くの人々がお参りに来ます。

3.横根山（高さ1 ,372m)

横根高原のI:|:'で一番高く 、 360度のなか~めが楽しめます。

－56－
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束と南には、関東平野。西は、赤城山などのi山j毛の山々･

北には、男体山。白根山などの日光の山々が一望にできます。

4。前日光牧場

横根山には、町営の牧場があI)ます。牧場では、 5月から

10月まで、約2Oけんの農家から640頭ほどの牛をあずかI) 、

放しがいにしています。 （昭和59年度）

牧場はさくでいくつかに区切られています。これは、ひと

つのさくのに|ﾕの草を食べ終わったら、牛を次のさくに移し、

また牧草を柚えて育てるからです。牛は、ひと夏の間に100

kg以上も大きくなるそうです。

5．思川

足姥山地の北部から流れ出して、粟野町では粟野川を、下

流で､は大芦川、黒川などの水を合わ

せながら、栃木県東部を南に流れ、

渡良瀬川に合流しています。

思川は、水出の甑要なかんがい用

水といっしょに、アユ・ウクゞイ ・ウ

ナギなどがとれます。なかでも、ア

ユ漁は有橘で、解禁fIには多くの人
陶
一

Z戸

ｰ
ー

＝甦

が思川につり糸をたらし、アユっl)

きれいな思川の流れ を楽しんでいます
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<参考2＞

1 ．安全に楽しく登るために

山は、一歩一歩確実に登り、決して、走ったI)歩いたI)の

て－，そく

連続をしないこと。これが「登山の鉄則」です。

歩く．､ソとして、 くつの底全体を地面に平らにおき、あま

り大またでなく 、急がずにふみつけるような気持ちで歩き、

調子よく歩くことが大切です。前とはなれたときもあわてず、

歩はばを少し大きくし、だんだんと追いつくようにすること

です。

つかれを少なくするには、一定の速さで、 l司じ調子をたも

つようにします。そのためには、 11乎吸を歩く速さに合わせる

ことです。益るときは、 くつのひもをゆるめにし、下りは少

し強くすることも、歩きやすくするコツの一つです。
二二易え

（登山の心得）

（1） Ⅱ乎l吸はできるだけ鼻でする。

（2）急がず、休まず、 ‐止を兄ない。

（3）一歩一歩足うじに鉱を付け、 －』､みしめるようにする。

（4） 水の飲み過ぎは、つかれのもとになる。

（5） 向然を愛する心で蕊る･

（6） 足の弱い人を先蝋にして、みんなで･協力する。
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2．服装と持ち物

（1）服装

山歩きの服装は、季節や歩く時間などによってちがいます。

夏は、 うす地のもの、秋から冬にかけては、厚地の長そでの

シャ､ソがよいで､しよう。また、ころんだI) 、よごしたI)する

ことから考えて、連動の服装がよいと思います。これなら安

心して、 とんだI) 、あばれたI)できます。

長そで､のシャヅを潜ると、幹ければ、そでをまくれば|坊げ

ますが、それ以上に、虫よけ・けがの防止、寒さを防ぐ"など

の利点があI)ます。半そでのシャ､ソは涼しいのでよさそうで

すが、虫にさされたり、ころんだとき思わぬけがをするので、

じよ･iLさ

山では長そでにするのが常識です。

雨に降られることを考え、下ﾈifやくつ~下などの滴がえも必

ず用意しましょう。

東京よI)も高いところなので、秋のなかば過ぎには、 日中

にくらべ、朝晩の試温が-1,.がl)ます。 I瓜も冷たくなることか

ら、セーターの用意が必要です。

（2） はきもの

連動く"つでもよいが、小イI~や-|~_などが入ると:|前<なったり、

ザラザラして誠持ちが悪いので、できれば．、底の厚いひもくゞ

っにした方がよいと思います‘
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（3）雨具

どんな天気の日にも必ず月]意する持ち物です。朝はよい天

鉱でも、午後から雨になることがあI)ます。特に山では、い

つ降るかわかりません。ビニルのレインコートはリュ~．′クに

必ず入ｵしておきましょう。また、ビニルのふろしきも剛意す

れば、 しきものに使うばかI)でなく、ちょっとしたi:Ijなら上

からかぶるなど伽利だと思います。

（4） 水筒

これも忘れると大変です。特に汗をかいた時などは、水が

ほしくてたまi)ません。 IIJI、 {|}発する時、 これで今日一H過

こすI汁1曲jをたて、飲み過ぎないように鉱をつけましょう。

イ5） その他

持ち物は、 リュ…ノクサ"ノクに必ずつめて、 l'l'j下は、 どんな

'|､¥でも使えるようにしておきたいものです また、必要な物

だけを持って|| |にｲ丁〈ことから、ナゞ'フザ"，クもIII，なしてお

くと、何かと仙利で･す，

宏余で楽しく綴るためには、 ‐ 、人一・人が鉱を｛､lけ、助け合

い、みんなに迷惑をかけないことが人切で･す l'|然を愛し、

|'|然の! |'での'I.柵からｲ1IIかを'7:びとることか、 オ）たしたちの

これ力・らの'Miriを、 き〆，とIIIIかなものにしてくれることと,思

います
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渦ごしかたを考えましょう ’雨の時の

あわの|'l然学|刺の維外述動場では、バレーボール、ピンポ

ン、テニポンなどができるようになっています。グループ°で

I汁lil'iして、 I:11の時も楽しく過ごすようにしましょう。また、

フオークタ“ンスや〉､I&l-1_1 ~ハツ典などで、楽しくおどるのもよいで

しょう。

察内遊びのために、 トランプ｡、 しょうぎ、無ならべ、オセ

ロなとゞを胴通していくことも、 IIIかける前に、みんなで話し

合って決めておきましょう。

みんなで集まって、合IIHするのも楽しいことです。歌集を

排一ﾉていくのもよいで･しよう。

欧をうたいながら、かんii'.な動作遊びをしたり、手ぶり身

. jr l)を入れて敬-)のも楽しいものです

-61-
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自然を利用して作ることも楽しい遊びです

人間が今までたくましく生きてきたのも、 ｜まI然への働きか

けが深く、強くなされてきたからです。わたしたちも今、 自

然の中で遊んだI)考

えたI)しながら、い

ろいろなものを作っ

てみることにしまし
も

よフ。

動物（石とはりがねを接着して）

○作り方 イ1や木の形から楽しい空想をする。デザイン

をみえ、えのぐで滴色をする。 7「とイi、汀とはI)がね、 7iと

人形（石と石を接着し、
木の皮をつかう）

竹トンボ、馬さん（木の枝から連想して）

水の接i!7は、急速ｲi班化エポキン系のものを使うと5分で．接ボi

できます

－62－
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*)わの| '|然'.j::|"|ヘイj~一』て

’典ハl小 I｣磯緋|封

6川2 1 :Iから4上Iまでの3 !」間、あわの''1然学|蝋|へ行くこ

とに決まって、ぼくはずっとわくわくしていました。で､も、

あわのへ行くためには、〃[催を決めたI) 、班で出すl･IIし物の

練糾をしたり、家にない物を買ったりしなくてはいけません。

そんな!|』でぼくは班隆になI) 、川し物では仮1mライダーの劇

を減じることになI)ました。

611 1 1 1 。あわの''1然！､j釧刈ヘイj~〈前のLIです。そのI=1は、

「II1 1 1 ， リ脳しるから11 1.<ねなさいIJという、 ｜ﾘ:の! ;うことを

聞いたので、 6112 1:I (川）の刺は体がヒンビンしていて、

心の状態までもヒンヒンしていました。だから、池'|〔の1･'1で

もバスの' '1でも、よオフないで楽しく ｜、ランプなとｷで遊べまし

－63－
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た。

1時間30分位バスに乗って、やっとあわの自然学|亜|に着き

ました。ぼくは、今日から2日間、班長としてしっかりやら

なければならないと思うと、心がひきしまI)ました。 （後III各）

~

学I象|での楽しい思い出

4(･,''i~小 ，州蒲 IIII! j

二日目は横根山へ登I)ました。

牧場のわきを遡るとき、私は初めて牛をじかに兇ました。

広く広がるしばふの上で、のんびl)と草を食べていました。

横根山に通じる道をしめしているたてふだの方へ行き、 ぐん

ぐんと歩き始めました。横根山の雄高地点の1,372mまでは

行きませんでしたが、がんばって登I)ました。都会では兇ら

れないようなものもいっぱいありました。そのひとつは、歩

くたびに見つかるきのこです。ピンクのもの、大きいもの、

小さいもの、そして、丸いものや、 しめじみたいになって水

にくっついているものなどいろいろです。左右を見ると、す

ぐそばに青々としげった木。紅やだいだいにそまっている水

もあり、見ていて心がおちつきます。つかれながらも、でこ

ほ．この道を歩いて行きます。みんなで助け合って蓋って行き

ます。

－64－



やっとお弁当が食べられる場所につきました。広々とした

牧場をながめながら食べるお弁当は岐高でした。ここまで登

ってきて、本当に良かったなあと思いました。

今までは識I)がほとんどだったので、今後は下l)です。来

た道とliijじで、水が多くて111'[もいっぱいあI)ます。気をつけ

て兄てみると、ふだん兇かけない花もあl) 、周I)が世iUI二などの

緑に囲まれているので、 きれいです。 ぐん〈"んと道を下った

I)上ったI)して、やっと道路に出ました。また、歩いて行く

と、さっき通った通が見えてきました。牧場も′|･も兇えます。

友達と『話しながら妓後を歩く私たちを、 ′1.が兄ていたかもし

れません。のんびりしている牛がうらやましくなるほど波れ

てきています。友達といっしょに牛に!話しかけたりしていま

した。「モーモー」と私たちが'|･の鴫きまれをしました。 ′卜は

応拝してくれません。おこっている私たちを、 ′|･はそっけな

く兄ています。

今Iゞ1は、本』''1に楽しく ~ ・《:'2心に残る思い川をつく I)ました。

マス〆ノカ･み

! ;. llll'1、 ′Mと純f

「マスつかみなんかあまりやl)た<ないな、マスなんて鉱拘

も懇<てつかﾀ､ないよ ， と、私は思川へIIIるl l l近を｜､~りなか

－65－



ら思った。

川へ出てみたら、マスが菰で囲ってある所にたくさんいる

ようだった。私は、川の深い所に入ってマスをつかむのだと

思っていた。だから、絶対につかめないと感ちがいをしてい

たのだった。

思いきって川へ足を入れてみた。

「冷たい／」

思わず声をあげずに

はいられない冷たさ。

私は水の!:|］に入っ

ているのがいやだっ

たので、砿み上げて

I ~~ ~~

ある'井lいのイiの所に立っていた。そしたら、 イiの所にどんど

んマスが上がってくる。私はつかもうと思ってしゃがんだ。

近くで兄ると、すごく気持ちが悪くてつかめなかった。

また、マスがI≦_がってきた。もう絶対にとるぞと思い、つ

かんだ．。

「あっ、 とれたq」

私は、ぬるつとして気持ちの悪いマスを、急､いで先生の'.iji･/､

持っていこうとした。 ところが、 j 'ifで､排っていたせいで、

マスか藩ちてしまった。私は必ﾀﾋでとろうとしたけオLと≠、

－66－



だれかにとられてム､ソとした。

私は水の冷たさも忘れ、マスを追いかけまわした。私は疲

れてしまって、一か所に立っていた。そうしたら、けつこう

マスが来た。その中の一ぴきを思いきってつかんでみた。今

度はがつしI)とつかめた。落ちないように先生の所まで走っ

た。危く落ちるところだったが、 うまく入れられた。私は、

「やっととれたq」と思って、 うれしかった。

そのあと食べたマスは自分たちがとったものなので、 とて

もおいしかった。移動教室の蚊後の日が、「マスつかみ」とい

う楽しいことで．終わって、よかったと思います。

キヘ~シフーファイヤー

水｜､~ l l l '1， 1 1 1 1 1 ll!f)E

「あっ、 ′窯、雪だ／」

I'~Iい忠を出しながら私は言った。ちょうど横根山を少しお

りた所で、 ド'1やどりをしていた時のことだった。

「今日はキャンプ・フアイヤーの日。今、 liljがふればもうでき

ないQ_l

私は希望を少しなくしかけた。それでも、

｢購れて､晴れてくださいQ｣

と、いのりつづけた。

－67－
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~~

少しI;|jやどりし、

「あがったかなQ_I

そう思ったら下山した。それから学|劇についても、ふったり

やんだりが続いた。遊んでいても、そのことがちらついてい

た。

「もう少しで･飴まるから、ずっとそのままでいてほしいcJ

そう噸っていた。

いよいよ唯伽段階。その時の私の鉱持ちは、 もう、わくわ

くして、 うれしくて、 ：盤き表せないほどだった。けれど、ち

ょっぴり不疫な感じもしていた。そして、いよいよ姑まった。

この時は、ずっとｲIII様にお礼を『奇っていた。 |-－チの係の秘

は、腿い大きな体を排った。私の火は、 「協力の火」 |':I分から、

「やりたし､,Jと思った火だった。そオしは、 このクラスで『脇

）Jする」ということを'､〕:ってほしかった力｡らだった。私たち

か入場し、隊憧が火をつけにl' 1lる時、

「これは狸､たちが、

ずっと'《]:らなければ

ならない火だ』

と,W､っていた〆

1 ,k'|､,'iの火」「 、|えfI Iの

火」I雌醗の火』 と･れ

方
曹
『

a

1

－
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もが大切な火だ。そして、 とうとう点火。 5人がいっせいに

火をつけた。燃えさかる火を見た時、私は感動した。 とても

亦〈、上の方は赤い線がにょろにょろと動いていて、見たこ

とのない火だった。

そして、各班の出し物。いろいろあって、 とても楽しかっ

た。フォークタ・ンスも楽しくて、思い出に残ることばかl)だ

った。妓後に花火をやI) 、キャンプ・ファイヤーは終わった。

私は少しさびしい気がした。けオしど、火は消えても、あの

いだいな火は、私の心の中で、ずっと、ずっと、燃えている

と思う。キャンプ。ファイヤーは、あわのでないと、兄られな

い、 とても、 とても、楽しい行班だった。

I

lliだめL

|j#l l 1l小 」･ifll崎庭紀

いよいよ、一番いやだった肝だめしだ。コースは学1割のま

わりを一ﾊ11．集会篭に集合した。 MLI人で出発する。

校優先唯が、 「ろくろっ筒･」や「のっぺらぼ．う」のi話をして

くださった。心|臘がどきどきした。 イjきたくなかった。私た

ちは、 8時17分川発だった。

17分になった。かい111岻灯を持って外へ川た。まつ|噺で1111

も兇えない、小林君にかいLII'IMIをわたした。次にll1ルク君か

69－



続いた。私と松山さんは山形君のレインコートをつかんで行

った。小林君はさっさと行ってしまった。辺りはllifくて、逆

がどうなっているかわからない。 うろうろしていると、柴H1

先生が

「はやく行きなさいQ｣

とおっしゃった。

私が

「そんなにLII-〈行かないで煽J

と言っているうちに、竹やぶの所にきた。小林君.がもどって

きて、半泣きで、

「や一、 ｛訓II也、 ヂV也、 さ、先に行ってQ_l

と雷いだしたので、思わず笑ってしまった。で･も、本当はこ

わかった。 ~''1‘〔むらに、 I'1いきれをかふ~って、だれかか．すわっ

ているのか．兄えた。そのとたん、私は

「キャー.／」

と‘帝ってみんなを総力．してしまった。朕が川てきた。

〃{に入るとう．ス~ソと靴がすい込まれる。 くつか~どろだらけ

た．。それでも松ll lさんと私は、山形洲･のレインコー|､にしか

みついていた〃 I｣|形耕が

「やめろ,J

と！；っても、つ力･んでいた“竹やぶ券ぬけると、 2糸'1．のグル

70－



一う．に会った。そのグループ・の小出さんも泣いていた。途中

で、たいこの音もした。急に山本先生が、 とびついてきた。

終わって兇たら、山形君のレインコー|､がやぶれていた。

松山さんと私の力でやぶいてしまったのだ。学園のげんかん

にすわって、靴をとI)かえていたら、狭がいっぱい出てきた。

とっても、こわい肝だめしだった。

ｳ)わの柊l肋救卒

絲小 ′j､l l l *ul

うら山散策

マスづ･かみの州|}りにうら山散箙をやI)ました。

秘が一番興味をもったのは、木の枝がどのように生えてい

るかです。

「理科.のノー|､に,lfいた予想が当たっているかな？」

と、 ドキドキしながらIを兄ました。心の' |!で「ヤ＊′タゼノ」

と思ったくらいに、 予想が当たっていました。 l~､のﾉｺにだけ

枝や染がついていて、準は、ほとんど兄えません。 ．'.はしめ

っていて、変な感じがしました。 1本だけ卜kえている水とは、

ずい分ちがうなと思いました。こんなふうにおどろきながら

歩いていたので、そんなに彼オLませんでした，

‘､細くlに滴いたら、 ものす-ごくおなかかすいてしまいました

71－
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匡

お風呂

511寺ごろに、楽しみにしていたお瓜呂に人I)ました。私の

班は7班なので、入る順番はあとです。

入る前は、ちっともはずかしくなかったけど、いざ入ると

なると少しはずかしくなI)ました。でも、思いきってぬいて

みたら、すつきl)しました。なっちゃんの〃を兇たら、 まだ

もじもじして服をぬごうとしないので、

「先に入るよくJ

と吉ったら、

「わかったわよ『J

と、やっとぬいだので、二人でお瓜1I』~1場に入りました。

たいていのお瓜I|rll雄さんのお瓜i'!!はとても熱くて入ｵLない

ので、

「'､r皇|刺のお瓜{'11も熱いのかな｡_，

と思ったのだけと．、ちっとも熱くないので安心しました。

「やっぱり、反逆MI :で人るお肌I'I!はいいな‘J

と思いました。 （以｜､.Ⅲ各）

－72－
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，壱、1 前日までの注

①部膿削をみて

② ｜‘|分の係やい

③持ち物は、 ど

④.1.1.!:検炎で確か

⑤しお'）を!洸ん

⑥Ijij l lは、 1 I 1 <

、 ｜'|分の郁雄を'地えておきましょう“

ろいろなきまl)を'地えておきましよ‐ﾉ。

んな物にも橘IjijをI IFいておきましよ -) :、

めてから、 イ･＃角物を入れましよ ‐)。

で．、参jjl lの心がまえをつくりましよ ‐ノ

浪て｜ ,分にIIImll1tをヒー'ておきましょう~

’

１

１

１

１

2 出発までの注

①唯介II､↑刎（

②艇'liliijI=､ lll

③参ﾉjl lできなく

（ '1;:枝の'1肱!;ハ瀞

意

II､I; f'j､ ) を'､):りましk 7

伽をすませておきましよ ‐）

な．ノたら、必ず'､j':枝へ巡絲しまし ~k )

り~ ）に二一l－i
－73



ーョ

④ !liによう人は、乗1Ifijijに楽をのんでおきましょう

3．乗り物で気をつけること

（1）電車では

①来')降りは、 IIII!Ifよく肺かに行いましょう。

②他の艇客に不ゆ快な思いをさせないよ-)にしましよ‐)。

(つり皮に､,i".>さがる、走りまわる，大ﾉ好をll}すなど）

窓力‘ら手や敵を絶対l1lさないようにしましよ-)

窓から物を投げすてないよ‐)にしましよ ‐）

111仙にイj･〈ときは、 ，必ず先′| :.に断=≧てイI-きましょう ，

降りたらすぐ"に終ダllしましょう

ノくスでは

後ろの〃剛ifグ)人からIII剛．：よく艇IIfしましよ-) ,

1M『物かたな力・ら然ねないようにしつかl)乗せましよ -)

③

④

⑤

⑥

回

①

②
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4．学園で気をつけること

協力し合って楽しい碓椚を送るように努ﾌJしましょう。

こまった時には、いつでも、すぐに先ﾉkにｲ:II !淡しましょう。

（1） 室内で

①宗内は、いつもi,'i礫にしておきましょう。

② ’'1分の持ち物は、決められた場)11･に、 ‘嬢哩惟とんして

i好きましょう。

③幸|ﾉ1のｲ)IIi,III1は、人切に~仙いましょう。

④苓内でドタバタあばれた

り、 ぎわいだI)しないよう

にしましょう。

⑤ろう1,.は、肺かに歩きま

しょう

⑥他)Wi･、洗ImIWi･は、 よごさ

ないようにしましょう。

鰄
参

窓から外へ物を投げ､ないようにしましょう。

仙った1111i!II'!は、 ノじあった)りi~へ'嬢とんして慨きましょう

退|剛I寺には、全鐡協力して案内をiIIiそう、 ’終理しまし

⑦

⑧

⑨

よつ。

－75－
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（2）起床で

①検柵をし、典合いの悪いときは、すぐ"先'kに迎絲しま

しよ‐)。

②起床の合|･xlがあるまで、 ，浄力･に床の!|1にいましよ‐）

③起床の合l叉lで、金興協力して;I理Lをきちんとしまい、

宗|ﾉ1をli'iそ-)しましょう

（3） 清そうで

① jlj典はﾉ<切に使い、決め↓~うれた場)ﾘi-に懐とんしてii'｡iき

ましよ‐）

②ごみは、必ず決ﾀ)られた場)1i･に総てましょ‐）

③イ青興協ﾌJして、すばやくや'ノましょ ‐）

（4） 食事で

①食!li係ｸ)ﾉ＼は、 イiけんで

Fをよくあﾄﾞﾉい、先′|:.グ)ｲ情

'j ･~《で"li肥ぜんを乎仏いましよ

‐ノ

②食'lf.g/)あいさ＝ﾉがあるま

で‐ ぎ l: )ぎ.k< ill; - ，てい

ましl -ノ

－76－
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③元気よく食事のあいさつをして食べましょう。

④なんでも残さないで食べましょう。

⑤食後の食器類は、種獺別にまとめましょう。

⑥食熱係は、食器の後片づけ、食_'liふき、食卓の悠理難

とんをしましょう。

⑦食報が終わったら、 ｜静かに部屋へもど'）ましよう。

⑧水とうは、グループ．ごとにまとめて、入口へ殻きまし

より。

(5)集合で

①早く集合し、おくれないようにしましょう。

②班長は、人員を調べ、すぐ先生に報肯しましょう。

(6) 入浴で

①ぬいだ衣噸を

きちんと嬢とん

してから入りま

しょう。

②体を洗ってか

ら、湯ふれに入

りましょう。
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③タオルを湯ぶれにつけないようにしましょう。

④湯水をかけ合った') 、さわいだりしないようにしまし

ょう。

⑤使った"』典は、 きちんと蟻とんしてから出ましょう。

⑥忘れ物をしないように女(を付けましょう。

⑦ぬれた足をよくふいてから出ましょう。

(7) 就寝で

①先堆の合図て

11節~かに.S.とんを

しきましょう。

②ふとんのl宝て

あは．れたり、 ま

くらを投げたI)

しないようにしましょう。

③就漉後の使所の使｝|]は、 ’聯かにしましょう。

（戸の|荊閉、ろう~下の歩行、おしゃべりなど）

④ノし時の消雌の合|､Xlで、あいさつをして堰ましよう

⑤消崎後に何回も便所に通うようなことは、やめましょ

~ノ
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(8)保健・安全で

山歩きには、都会とち力ぐう危険なこと力ざあります。楽し

い学園生活を過ごすのに、保健と安全に気を付けましょう。

①体の具合いが悪〈な 一蕨＝._雷＝………､,~ 『‐

ったら、すぐ先生に連

絡しましょう。

②食事やおやつの前に

は、必ず石けんで手を

洗いましょう。

③山歩きには、軍手を

はめ、手に荷物を持たないで歩きましょう。

④決められた以外の場所へかってに行かないようにしま

しょう。

⑤はきなれたくつで歩きましょう。

(9) その他の注意

①服そうは、ふだん着ているものにして、新しく買った

I)しないようにしましょう。

②野山や、学園周辺の植物は、 自然のままにしておきま

しょう。
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きあ と が

日本の脚には、春夏秋冬の|ﾉLI季があります。自然はそれぞ

れの季節によって、いろいろ変わっています。

移動教室に参加して、あわののI'l然にひたi) 、天候･柵度・

ｲ:ll'i物・動物・川の流れ・人々のくらしなとゞ、 目で兇、叫.で聞

き、はだで感じとってください。

○野山をかけ回ってください。

○川の流れに足をひたしてください。

○そしてこの本を開いてみてください。

l･'l然を愛し、友達と仲よくする心が、みなさんの器|1J、人

'l･,W')1IJIいﾉ偶111を愛する心となってもらいたいと忠います。
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